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 事業概要 

GSMaP, GPM/DPR やその他の衛星観測データを, 先端的のアンサンブルデータ同化⼿法により数
値天気予報モデルに取り込み, ⼤気客観解析及びこれを初期値とした予報に改善をもたらすと共に, 
衛星観測データと数値モデルの双⽅を活かした新たな降⽔プロダクト NEXRA(NICAM-LETKF JAXA 
Research Analysis)を作成する. 

 
参考 URL: https://www.eorc.jaxa.jp/theme/NEXRA/index_j.htm 

 

 JSS2 利用の理由 

本研究では, 全球⼤気データ同化システム(NICAM-LETKF)による衛星観測データ同化及び予測計
算を⾏うが, ⼤規模な全球⼤気モデル計算, 及び, アンサンブルデータ同化を⾏うために, JSS2 は必須
である. 

 

 今年度の成果 

(1) NICAM-LETKF への GPM ⼆周波降⽔レーダー(GPM/DPR)同化 
今年度は, これまでに開発したシステムを⽤いて, データ同化サイクル実験を⾏ったが, 残念ながら

有意な改善は⾒られなかった. 降⽔と関連性の⾼い⽔蒸気混合⽐に改善傾向が⾒られる⼀⽅で, 中期
天気予報に重要な気温場は改悪傾向である (Fig. 1).   

GPM/DPR 観測の有効な⽅法として, 状態推定ではなくパラメータ推定により, NICAM のモデルパ
ラメータを最適化することを検討している.  

 
 

GPM 全球降水マップのデータ同化手法の研究 
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(2) 平成 30 年 7 ⽉豪⾬の予測可能性調査 
全球⼤気データ同化システム NICAM-LETKF は, 2017 年 7 ⽉より, NICAM-LETKF JAXA Research 

Analysis(NEXRA) として JSS2 上で継続実⾏されている. この NEXRA を⽤いて, 特に豪⾬最盛期・7
⽉ 6 ⽇頃の⻄⽇本の⾬の予測可能性を調査した. NEXRA では, 豪⾬最盛期の⻄⽇本の豪⾬を, 概ね 3
⽇ほど前から予測されていたことが⽰された(Fig. 2).  

 
(3) NICAM-LETKF システムの開発 
JSS2 上で動作する NICAM-LETKF を NICAM-LETKF JAXA research analysis (NEXRA)と名付た. 

NEXRA シ ス テ ム は 2 年 間 , 安 定 的 に 動 作 し た . NEXRA デ ー タ を 可 視 化 し て , web 上
( https://www.eorc.jaxa.jp/theme/NEXRA/index_j.htm )で公開した(Fig. 3).  

 
(4) NEXRA データを⽤いた全球⾼解像度アンサンブル予報 
NEXRA アンサンブルデータを⽤いた気象現象の予測可能性を探るため, 全球⾼解像度アンサンブル

予報を実施した. 本研究では, 平成 30 年 7 ⽉豪⾬の再現を試みた. 14-km 解像度で 100 メンバアンサ
ンブル予報を⾏った結果, いくつかの予報は降⽔域の空間分布予測に成功していた(Fig. 4). この結果
を記事にして web 上で公開した( https://www.eorc.jaxa.jp/earthview/2018/tp181114.html ). 

 

 
図 1: GPM/DPR 直接同化による(左)気温 (T)と右)⽔蒸気混合⽐(g/kg)の

ERA-Interim に対する平均⼆乗偏差の変化. 暖⾊・寒⾊はそれぞれ, 
GPM/DPR 同化による改善・改悪を⽰す. 縦軸・横軸はそれぞれ気圧⾯ 
(hPa)と時系列(2014 年 7 ⽉の 10 ⽇間)であり, 4 つのパネルは全球(GL), 

北半球 (NH), 熱帯 (TR), 南半球 (SH)を⽰す. 
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図 2: 豪⾬最盛期の 7 ⽉ 6 ⽇ 24 時間の積算降⽔量予測. 100 メンバー・ア
ンサンブル予測の平均値を⽰しており, (a)-(p)の順に, 12 時間毎に初期時

刻を変えた結果を⽰す. (Kotsuki et al. 2019 から引⽤) 
 

 
図 3: NEXRA を可視化するホームページ「世界の気象リアルタイム」

( https://www.eorc.jaxa.jp/theme/NEXRA/index_j.htm ) 
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図 4: 2018/07/06 00-24UTC で平均した降⽔量 [mm/hr ].  a) 地上観測
値, b) 14 km 実験で再現性が良かった結果. c) 14 km 実験 100 メンバアン

サンブル平均. 予報は 2018/07/05 00UTC を初期時刻として⾏った. 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：5.80 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 50,190,065.49 6.14 
SORA-PP 17,050.09 0.14 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 1,935.96 2.00 
/data 684,166.27 12.07 
/ltmp 13,671.88 1.17 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 19.88 0.70 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 OpenMP 
プロセス並列数 5 - 400 
１ケースあたりの経過時間 12 時間 
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